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ては報告が少ない。田淵ら 1) は正常 3 歳児の瞳孔径の平
均は 5.4±0.5 mm であったと報告しているが、その症例
数は 5 例であった。また Ikeda T ら 2) は、未熟児の瞳孔
径が正常児より小さいことを報告しているが、その正常対
照群については 6 例と限定的である。 





児健診) にて測定した 3 歳児の瞳孔径および屈折度につ
いて検討したので報告する。 
 
【方法】3 歳児健診で行った SVS の測定は、藤枝市立総
合病院の視能訓練士が半暗室の状態で実施した。 
 測定対象は 2016 年 4 月から 2017 年 3 月までに藤枝市
で 3 歳児健診を受けた 3 歳 1 か月児 1,219 名であった。そ
の内 SVS によって眼位異常ありと自動判定された 10 名と









屈折度の平均値±標準偏差は表の通りであった (表 1)。 
3 歳 1 か月児の瞳孔径は右眼 5.57±0.79 mm、左眼 5.57







本研究では 3 歳児健診に参加した 3 歳 1 か月児 1,207 名
の瞳孔径について分析した。健診ベースの研究であるため、
その全てが正常 3 歳児とは確定できない。しかし、1,200 
名を超える 3 歳 1 か月児のデータはこれまで報告がなく、 
その点では貴重であると考えられる。 
表 1. 3 歳 1 か月児の瞳孔径、屈折度について 
項目  右眼 左眼 
瞳孔径 (mm) 
平均値 5.57 5.57 
中央値 5.60 5.50 
標準偏差 0.79 0.80 
尖度 -0.35 -0.36 
歪度 0.30 0.32 
球面度数 (D) 
平均値 0.70 0.64 
標準偏差 0.55 0.61 
円柱度数 (D) 
平均値 -0.67 -0.62 
標準偏差 0.49 0.50 
等価球面度数 (D) 
平均値 0.36 0.33 










SVS と対象児との間には 1 m の距離が確保されている。
眼前を遮るものがないことから、先行研究と比較して日常
視に近い状態であるといえる。また、瞳孔径の定量は
Ikeda T ら 2) が用いた赤外線電子瞳孔計と同様に赤外線
画像の画像解析より求めているため、その精度は高い。 
本研究で得られた 3 歳 1 か児の瞳孔径は 5.57 mm であ
り、田淵ら 1) のデータと差がなかったことから 3 歳児の
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